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油防除資材等動員体制図

ガット船（３隻）

指揮船（ＰＬＨ　２
隻）

ﾄﾗﾝｽﾚｯｸ（おじか型
３隻）真空式（おじか型

１隻）

高粘度回収ネット（ＰＭ）
特任船（ＰＳ，ＰＣ，ＣＬ）

○　日露中間線を越える３日前から航空機に　　
よる調査開始
○　日露中間線を越えた時から回収作業開始
○　海上災害防止センター２号業務実施（ガッ　　
ト船等を動員）

想定漂流油量
　　約 8,000～13,000kl

LSC　　　10基
真空式　 １基
ﾄﾗﾝｽﾚｯｸ ３基
ガット船 ３隻
２，２５５kl/日（10h/日）
（６日以内で全量回収）

※　ＰＭ以下は、沿岸　　
部での回収等を行う

ＬＳＣ（ＰＬ10隻）

●　北海道沿岸海域排出油防除計画の修正
　「サハリン沖油田排出油事故対策」編を追加し、想定事故に対応す
る
　 油防除資機材、巡視船艇の動員計画等を策定



　主な油防除資機材等の整備　

ＬＳＣ（紋
別）

大型真空式（網走）

大型油回収装置関連資機材（網走）

対応巡視船えりも（釧路）

大型油回収装置（石油連盟・室蘭）

外洋型オイルフェンス（函館）

ＬＳＣ（稚内）

平成1４年1月現在

●　サハリン油田対応 防除資機材の整備
　　・高粘度油対応油回収装置等油防除資機材の重点配備
　　・ヘリ甲板付1,000トン型巡視船を釧路へ配属





＜訓練の目的＞

オホーツク海において大量の

　　流出油事故が発生した場合に備え

●　国、自治体、地元防除協議会等の

　　　　　　　　　　　　 連　携　強　化　
　　　　　　　　

　 ●　海上保安庁とロシア関係機関との
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 連　携　強 化
　



＜訓練の想定＞

●　海上保安庁の航空機がオホーツク海で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　●　ムース化し、紋別沿岸向け漂流中

●　国、自治体、地元油防除協議会等が
　　　

●　ロシア油防除機関の勢力が出動

　　大量の流出油発見

　　　　出動
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合同訓練系統

訓練総合指揮官

第一管区海上保安本部長

総合調整本部

清龍丸

ＬＡ７０２

ＭＨ５６４

ほっかい

ＡＴＬＡＳ

ＳＰＡ００４

巡視船つがる

巡視船えりも

巡視船れぶん

巡視船ゆうばり

巡視船かむい

巡視艇きたぐも

（接遇）

（報道）

日本側指揮官

ロシア側指揮官



世界の地域海計画

黒海
クウェート

南東太平洋

地中海

西・中央アフリカ

東アフリカ海

南アジア海

北西太平洋

東アジア海

南太平洋

広域カリブ海

南西大西洋

紅海・アデン湾

地域海計画とは、閉鎖性の高い国際海域及びその沿岸地域における環境保全を目
的として、国連環境計画（UNEP）の提唱により沿岸国が定める計画。以下の１４海
域で計画策定中。我が国周辺の日本海・黄海も対象の一つ。
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以上です。ご清聴

ありがとうございました。

JAPAN　COAST GUARD


